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第２回 やまぐち部活動改革推進協議会



やまぐち部活動改革推進協議会における意見交換を踏まえた
山口県新たな地域クラブ活動の在り方等に関する方針（素案）

への反映点について



No 内容 県方針（素案）への反映

1
改革の方向性

【改革の方向性】
県内の全ての市町において、休日の学校部活動の地域連携ま

たは、地域移行の取組を実施する。
・早期に休日の学校部活動の地域移行が可能な市町については、
令和７年度末までの実現をめざす。
・移行に時間を要する市町については、先行事例を踏まえた取
組や広域連携等により、できるだけ早い時期の実現をめざす。
・平日の学校部活動の地域移行については、休日の学校部活動
の地域連携や地域移行の進捗状況を踏まえ、地域の実情に応じ
て、できるところから取り組む。

2 今後のめざす姿

【今後のめざす姿】
「地域の子どもたちは、学校を含めた地域で育てる。」とい

う意識の下で、生徒の望ましい成長を保障できるよう、学校部
活動に代わり、地域において持続可能で多様な環境を一体的に
整備することにより、地域の実情に応じスポーツ・文化芸術活
動の最適化を図り、体験格差を解消することをめざす。



No 内容 県方針（素案）

3

生徒の多様なニーズ

地域社会における
多世代との交流

学校の働き方改革
学校教育の質の向上

【期待される効果】
（１）生徒への効果

・地域の生徒や多世代間での交流を通して、人格形成に寄与
・多様な活動ができる環境を整備し、子どもたちの「体験格差」
の解消

（２）地域社会への効果
・多世代との交流による新たなコミュニティ
・活力あるスポーツ・文化芸術環境の構築により、絆の強い地域
づくり

・将来的に地域の指導者として活躍するなどの好循環への期待

（３）学校への効果
・学校全体の業務軽減や教材研究など本来の業務時間の確保がで
き、学校教育の質が向上



No 内容 県方針（素案）

４

経済的負担に
よる活動機会
の減少
子どもの移動
手段等への支
援

２ 適切な運営や効率的・効果的な活動の推進
（７）会費の適切な設定と保護者等の負担軽減

・地域クラブ活動の運営団体・実施主体は、可能な限り低廉な会費
を設定

・経済的に困窮する家庭の生徒の地域クラブ活動への参加費用の支
援、低廉な施設使用料、送迎面の配慮を行ったりするなどの支援

・保護者負担等の軽減に向けた取組を行う市町に対する国の支援方
策に沿った県の支援

５
地域団体の大
会参加資格の
緩和

Ⅲ 大会等の在り方の見直し
１ 生徒の大会等の参加機会の確保

・大会参加資格を、地域クラブ活動の会員等も参加できるよう見直し

６
学校体育施設
の開放

２ 適切な運営や効率的・効果的な活動の推進
（６）活動場所

・中学校をはじめとした学校施設の活用
・公共施設を使用する際の負担軽減・円滑な利用促進



山口県新たな地域クラブ活動の在り方等に関する方針（素案）
【概要】の説明



○めざす姿

○改革の方向性

○ 「地域の子どもたちは、学校を含めた地域で育てる。」という意識の下で、地域の実
情に応じた生徒のスポーツ・文化芸術活動の最適化を図り、体験格差を解消

○ 学校部活動の意義や役割について、地域クラブ活動において継承・発展
○ 地域での多様な体験や様々な世代との交流等を通じた学びなどの新しい価値が

創出されるよう発達の段階やニーズに応じた多様な活動ができる環境を整備

○ 地域の生徒や多世代間との交流を通して、子どもたちの人格形成に寄与
○ 多様な種目・分野の経験により、将来のトップアスリートや文化芸術の専門家等を育成
○ 多世代との交流による新たなコミュニティの創出や、活力あるスポーツ・文化環境の構築

による絆の強い地域づくり
○ 学校全体の業務軽減につながり、学校教育の質の向上

令和５年 月

山口県
新たな地域クラブ活動の在り方等に関する方針（素案）【概要】

○ 令和５年度から７年度末までの３年間を改革推進期間とし、県内全ての市町において、休日の学校部活動の地域連携、または、地域移行に向けた取組を実施。
・ 早期に休日の地域移行が可能な市町については、令和７年度末までの実現をめざす。
・ 移行に時間を要する市町については、先行事例を踏まえた取組や広域連携等により、できるだけ早い時期の実現をめざす。

○ 平日の学校部活動の地域移行については、地域の実情に応じて、できるところから取り組む。
○ 今後の国の方針や市町の進捗状況等を踏まえて、改革推進期間終了時期に、県は必要に応じて、方針を見直す。

Ⅱ．学校部活動の地域連携や地域クラブ活動への
移行に向けた環境整備

Ⅲ．大会等の在り方の見直し

（主な内容）
○ 地域クラブ活動の要件
○ 地域クラブ活動の運営団体・実施主体の整備充実
○ 行政や関係機関等による協議会などの体制の整備
○ 質の高い指導者の確保と、県による人材バンクの整備
○ 希望する教員等の円滑な兼職兼業
○ 競技志向の活動だけでなく、複数の運動種目・文化
芸術分野等、生徒の志向等に適したプログラムの確保

○ 保護者負担等の軽減に向けた取組を行う市町に対す
る国の支援方策に沿った県の支援

○ 適切な活動時間や休養日を設定
○ 公共施設を使用する際の負担軽減・円滑な利用促進

新たな地域クラブ活動等の整備に当たり、多くの関係者
が連携・協働して段階的・計画的に取り組むため、その進め
方や地域クラブ活動のモデル・イメージ等を示す。

学校部活動の参加者だけでなく、地域クラブ活

動の参加者のニーズ等に応じた大会等の運営の
在り方を示す。

学校部活動の維持が困難となる前に、学校と地域との

連携・協働により生徒の活動の場として整備すべき新たな
地域クラブ活動の在り方を示す。

（主な内容）
○ 大会参加資格を、地域クラブ活動の会員等
も参加できるよう見直し

※ 日本中体連は令和５年度から大会への参加
を承認、その着実な実施

○ 地域クラブ活動の運営団体・実施主体の指
導者が引率できる体制整備

○ 県内大会の在り方の見直し（開催回数の精
選、複数の活動を経験したい生徒等のニーズに
対応した機会を設ける等）

○ 開催時期や大会日程など生徒の安全を確保

★ 主として、公立中学校の生徒を対象

○ 少子化が進む中、公立中学校等において、地域によっては部活動の小規模化が進行。団体競技等においては、学校単位の充実した部活動の維持が困難
○ 今後は、少子化の中でも、将来にわたり本県の子どもたちがスポーツ・文化芸術活動に継続して親しむことができる機会を確保していくことが必要

○方針策定の趣旨等

（主な内容）
○ 学校部活動の地域連携・地域移行に向けた生徒、保護

者、地域の住民等への丁寧な周知・理解の促進
○ 本方針を踏まえ、地域の実情に応じた市町の方針の決定
○ 関係者からなる協議会等を設置し、地域の実態を把握し、
地域クラブ活動等の整備方法等を検討し、実行

○ ①市町が運営団体となる体制や、②地域の多様な運営
団体が取り組む体制など、段階的な体制の整備
※ 地域クラブ活動が困難な場合、合同部活動の導入や、
部活動指導員等により機会を確保

○ 改革推進期間終了時に、進捗状況を評価、分析し、更な
るスポーツ・文化芸術環境の充実

○期待される効果

※地域クラブ活動：学校の教育課程外の活動として、学校部活動の教育的意義を継承・発展しつつ、社会教育法上の「社会教育」の一環として捉えることができる地域において行われるスポーツ・文化芸術活動

Ⅰ．新たな地域クラブ活動



山口県新たな地域クラブ活動の在り方等に関する方針（素案）
【概要】の説明

○ 少子化が進む中、公立中学校等において、地域によっ
ては部活動の小規模化が進行。団体競技等においては、
学校単位の充実した部活動の維持が困難

○ 今後は、少子化の中でも、将来にわたり本県の子ど
もたちがスポーツ・文化芸術活動に継続して親しむこと
ができる機会を確保していくことが必要

○方針策定の趣旨等



山口県新たな地域クラブ活動の在り方等に関する方針（素案）
【概要】の説明

○めざす姿

○ 「地域の子どもたちは、学校を含めた地域で育てる。」
という意識の下で、地域の実情に応じた生徒のスポーツ・
文化芸術活動の最適化を図り、体験格差を解消

○ 学校部活動の意義や役割について、地域クラブ活動
において継承・発展

○ 地域での多様な体験や様々な世代との交流等を通じた
学びなどの新しい価値が創出されるよう発達の段階やニー
ズに応じた多様な活動ができる環境を整備



山口県新たな地域クラブ活動の在り方等に関する方針（素案）
【概要】の説明

○ 地域の生徒や多世代間との交流を通して、子どもたちの人
格形成に寄与

○ 多様な種目・分野の経験により、将来のトップアスリートや
文化芸術の専門家等を育成

○ 多世代との交流による新たなコミュニティの創出や、活力あ
るスポーツ・文化環境の構築による絆の強い地域づくり

○ 学校全体の業務軽減につながり、学校教育の質の向上

○期待される効果



○改革の方向性
○令和５年度から７年度末までの３年間を改革推進期間とし、
県内全ての市町において、休日の学校部活動の地域連携、
または、地域移行に向けた取組を実施。

・早期に休日の地域移行が可能な市町については、令和７年度末
までの実現をめざす。

・移行に時間を要する市町については、先行事例を踏まえた取
組や広域連携等により、できるだけ早い時期の実現をめざす。

○平日の学校部活動の地域移行については、地域の実情に応じて、
できるところから取り組む。

○今後の国の方針や市町の進捗状況等を踏まえて、改革推進期
間終了時期に、県は必要に応じて、方針を見直す。

山口県新たな地域クラブ活動の在り方等に関する方針（素案）
【概要】の説明



山口県新たな地域クラブ活動の在り方等に関する方針（素案）
【概要】の説明

（主な内容）
○ 地域クラブ活動の要件
○ 地域クラブ活動の運営団体・実施主体の整備充実
○ 行政や関係機関等による協議会などの体制の整備
○ 質の高い指導者の確保と、県による人材バンクの整備
○ 希望する教員等の円滑な兼職兼業
○ 競技志向の活動だけでなく、複数の運動種目・文化芸術分野等、

生徒の志向等に適したプログラムの確保
○ 保護者負担等の軽減に向けた取組を行う市町に対する国の支援

方策に沿った県の支援
○ 適切な活動時間や休養日を設定
○ 公共施設を使用する際の負担軽減・円滑な利用促進

学校部活動の維持が困難となる前に、学校と地域との連携・協働により生
徒の活動の場として整備すべき新たな地域クラブ活動の在り方を示す。

Ⅰ．新たな地域クラブ活動



山口県新たな地域クラブ活動の在り方等に関する方針（素案）
【概要】の説明

≪地域クラブ活動の要件≫

○ 地域クラブ活動は、学校部活動の教育的意義や役割を継承する活動
であることを踏まえ、単に中学生が加入するスポーツクラブ・文化芸術クラブ
等とは区別する必要があると考えられる。

○ 特に、行政からの支援の対象となる地域クラブ活動については、この方針
に従って、例えば、市町が以下のような要件を設定し、登録・指定を行うな
ど適切な地域クラブ活動として運営されることが望ましい。

○ また、必要に応じ、地域の実情を踏まえながら、近隣市町と要件を調整
することも想定される。



山口県新たな地域クラブ活動の在り方等に関する方針（素案）
【概要】の説明

（例）
○ 国が通知した、「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等

に関する総合的なガイドライン」に準じた活動を行っていること。

○ 学校部活動の全部、または一部を引き受ける団体であること。

○ 活動状況について、定期的に生徒の在籍校と情報共有等が行われ
ていること。

○ 規約・定款等に基づいた団体の運営を行い。会計について公の場で
承認を受け、適切にされていること。

○ 活動中の事故やトラブル等の管理責任が明らかであり、その解決に
向けて、必要に応じて学校と連携する体制が整備されていること。

などの要件が考えられる。

≪地域クラブ活動の要件≫



山口県新たな地域クラブ活動の在り方等に関する方針（素案）
【概要】の説明

（主な内容）
○ 地域クラブ活動の要件
○ 地域クラブ活動の運営団体・実施主体の整備充実
○ 行政や関係機関等による協議会などの体制の整備
○ 質の高い指導者の確保と、県による人材バンクの整備
○ 希望する教員等の円滑な兼職兼業
○ 競技志向の活動だけでなく、複数の運動種目・文化芸術分野等、

生徒の志向等に適したプログラムの確保
○ 保護者負担等の軽減に向けた取組を行う市町に対する国の支援

方策に沿った県の支援
○ 適切な活動時間や休養日を設定
○ 公共施設を使用する際の負担軽減・円滑な利用促進

学校部活動の維持が困難となる前に、学校と地域との連携・協働により生
徒の活動の場として整備すべき新たな地域クラブ活動の在り方を示す。

Ⅰ．新たな地域クラブ活動



山口県新たな地域クラブ活動の在り方等に関する方針（素案）
【概要】の説明

（主な内容）
○ 学校部活動の地域連携・地域移行に向けた生徒、保護者、地域

の住民等への丁寧な周知・理解の促進
○ 本方針を踏まえ、地域の実情に応じた市町の方針の決定
○ 関係者からなる協議会等を設置し、地域の実態を把握し、地域クラ

ブ活動等の整備方法等を検討し、実行
○ ①市町が運営団体となる体制や、②地域の多様な運営団体が取り

組む体制など、段階的な体制の整備
※ 地域クラブ活動が困難な場合、合同部活動の導入や、部活動指

導員等により機会を確保
○ 改革推進期間終了時に、進捗状況を評価、分析し、更な
るスポーツ・文化芸術環境の充実

新たな地域クラブ活動等の整備に当たり、多くの関係者が連携・協働して段階的・
計画的に取り組むため、その進め方や地域クラブ活動のモデル・イメージ等を示す。

Ⅱ．学校部活動の地域連携や地域クラブ活動への移行に向けた環境整備



≪①市町が運営団体になり、希望する生徒が参加するパターン≫

山口県新たな地域クラブ活動の在り方等に関する方針（素案）
【概要】の説明



山口県新たな地域クラブ活動の在り方等に関する方針（素案）
【概要】の説明

≪②体育・スポーツ協会等が運営団体になり、希望する生徒が参加するパターン≫



山口県新たな地域クラブ活動の在り方等に関する方針（素案）
【概要】の説明

≪③既存クラブが運営団体兼実施主体になり、希望する生徒が参加するパターン≫



山口県新たな地域クラブ活動の在り方等に関する方針（素案）
【概要】の説明

≪④既存クラブや新設クラブが実施主体になり、希望する生徒が参加するパターン≫



山口県新たな地域クラブ活動の在り方等に関する方針（素案）
【概要】の説明

≪⑤地域学校協働本部や保護者会等が主体となって、希望する生徒が参加するパターン≫



山口県新たな地域クラブ活動の在り方等に関する方針（素案）
【概要】の説明

（主な内容）
○ 大会参加資格を、地域クラブ活動の会員等も参加できるよう見直し
※ 日本中体連は令和５年度から大会への参加を承認、その着実な

実施

○ 地域クラブ活動の運営団体・実施主体の指導者が引率できる
体制整備

○ 県内大会の在り方の見直し（開催回数の精選、複数の活動を経
験したい生徒等のニーズに対応した機会を設ける等）

○ 開催時期や大会日程など生徒の安全を確保

学校部活動の参加者だけでなく、地域クラブ活動の参加者のニーズ等に
応じた大会等の運営の在り方を示す。

Ⅲ．大会等の在り方の見直し



７月

• やまぐち部活動改革推進協議会において、素案意見聴取

• 素案意見公募（パブリックコメント開始～８月中旬）

８月
• 各意見をもとに、最終案作成 ※ 各市町に情報提供

９月

• 最終案検討・報告

10月 • 成案・公表

◇成案・公表までのスケジュール（予定）◇

※ スポーツ推進審議会 文化芸術審議会 教育委員会会議

※ 産業観光委員会 文教警察委員会


